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第８回 本巣市 算数・数学甲子園ジュニア２０２５ 解答例
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(Ａ Ｂ1 完答５点)

(Ｃ Ｄ1 完答５点)

(10 点)

１５

○あ

１から９のうち,１，４，６は使っているので、□に入る数
つか はい かず

は２，３，５，７，８，９です。

百の位の答えが６なので、百の位は２＋３（または３＋２）
ひゃく くらい こた ひゃく くらい

しか入りません。２＋３＝５なので、十の位のたし算は１くり
はい じゅう くらい ざん

上がることになります。５＋８（または８＋５）か５＋９でな
あ

いと十の位の答えが４になりません。５＋８のときは一の位
じゅう くらい こた いち くらい

から１くり上がらないといけませんが、９＋１＝１０となりま
あ

すが、０は入りませんからちがっています。
はい

よって、十の位は５＋９となります。のこった７と８を使
じゅう くらい つか

って一の位は７＋１＝８となるので、○あに入る数は８です。
いち くらい はい かず

左から数を見ると、３から１２になるので、３に９をたしたか、３に４をかけていると考えられます。
ひだり かず み かん

次に１２から４８になるので、１２に３６をたしたか、１２に４をかけていると考えられます。
つぎ かん

そこで、４ずつかけているとすると、４８×４＝１９２、１９２×４＝７６８となり、ちょうど当て
あ

はまります。○あは１９２，○いは７６８×４＝３０７２です。

３の数に９をたし、次に３６（９×４）をたし、その次に１４４（３６×４）をたしていくというよ
かず つぎ つぎ

うに見ても答えは見つかります。
み こた み

○あ ○い

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ＡＣ÷Ｄ＝４を考えます。答えが４になるわり算は、
かんが こた ざん

４÷１、８÷２、１２÷３、１６÷４、２０÷５、

２４÷６、２８÷７の７つです。

このことから、Ｄは１～７のいずれかです。

つぎに、Ｂ×２＝Ｄで、Ｄは２でわりきれる数なの
かず

で、２，４，６のいずれかです。このときＣは８，

１６，２４。そして、ＡはＣより１小さい数なので、
ちい かず

７，１５，２３のいずれかです。

この中で、Ａ×Ｂ＝３０となるのは、
なか

１５×２＝３０しかありません。

よって、Ａ＝１５、Ｂ＝２、Ｃ＝１６、Ｄ＝４です。

１６

４

２

さいころは１～６の目が出ます。だから、２つのさいころの目のたし算はぜんぶ
め で め ざん

で３６とおりあります。（１＋１、１＋２、･･･１＋６、２＋１、･･･、６＋６）

同じ答えになるたし算で一番できやすいのは７のときになります。
おな こた ざｎ いちばん

（１＋６、２＋５、３＋４、４＋３、５＋２、６＋１の６つがあります。）

７



もとの

長方形 まわりの長さは小さい正方形のたての８つ分で１６cm
ちょうほうけい なが ちい せいほうけい ぶん
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(10 点)

(10 点)

（完答 10 点)

10

２４ cm

(10 点)

○あ ○お

９ こ

こ３０

9
(10 点)

(10 点)

○あ

９人に配る数を１，２，３，４･･･とふやしていくと、あめはぜんぶでいくつになるか考えま
にん くば かず かんが

す。１こずつ配ると、１×９＝９ あめは３こあまるので９＋３＝１２。２こずつ配ると、
くば くば

２×９＝１８であめは１８＋３＝２１。

３こずつ配ると、２７＋３＝３０、４こずつ配ると３６＋３＝３９。
くば くば

このように考えると、１２，２１，３０．３９，４８，５７・・・。
かんが

この中で７でわったときに２あまる数をみつけます。３０÷７＝４あまり２
なか かず

となるので、あめの数は３０こです。
かず

矢印のますのよこは３，４，５が入っています。
やじるし はい

たては１，３が入っています。このことから２
はい

が入ることがわかります。するとよこのもう１つ
はい

のますには１が入ります。同じように考えるとす
はい おな かんが

べてのますに入る数が分かります。
はい かず わ

１

１

２

３

５ ４

５

３

５

４

２

５

３

左の図のように線を引くと、三角形
ひだり ず せん ひ さんかくけい

ＡＢＣと同じ正三角形がぜんぶで９こ
おな せいさんかくけい

あることがわかります。

切り開いた図をさいころの形にもどしたとき、正しいさいころ（向か
き ひら ず かたち ただ む

い合う面の目の数の和が７になるさいころ）は２つだけになります。
あ めん め かず わ

もとの図に長方形のたてと同じ長さでよこを区切ると、左の図の
ず ちょうほうけい おな なが く ぎ ひだり ず

ように正方形が９つできます。小さい正方形を３つならべた長方形の
せいほうけい ちい せいほうけい ちょうほうけい

まわりの長さが１６cm だから、小さい正方形のたてと同じ長さの８つ
なが ちい せいほうけい おな なが

分が１６cm ということです。１６÷８＝２で小さい正方形のたての長
ぶん ちい せいほうけい なが

さは２cm です。大きい正方形のまわりの長さは、小さい正方形の１２
おお せいほうけい なが ちい せいほうけい

こ分の長さと同じだから、２×１２＝２４で２４cm です。
ぶん なが おな

池の１周の長さを、１分にどれだけ進むかを考えやすいように決めます。それぞれ１０分と
いけ しゅう なが ふん すす かんが き ぷん

６分かかるので、１０×６＝６０ｍと決めます。ふなっきーは６０÷６＝１０ですから１分で１
ぷん き ぷん

０ｍ、もとまるは６０÷１０＝６で、１分で６ｍ進みます。ふたりの進む長さのちがいは 10－６
ぷん すす すす なが

＝４で、１分に４ｍ差がつくことになります。ふなっきーがもとまるに追いつくためには、池１
ぷん さ お いけ

周分もとまるより進めばよいので、６０ｍの差になればよいです。
しゅうぶん すす さ

６０÷４＝１５で１５分で追いつくことになります。
ふん お １５ 分後


